
第 3 回定例研究会

「「素」の向こう側」

第 3 回定例研究会は、美術ライター・エディター の 橋本　麻里 氏をお招きし、『「素」の向こう側』というテーマで戦国時代
の「変わり兜」を手がかりとして日本の美について講演していただきました。
講師
橋本 麻里 氏 （ライター・エディター）
指定討論者
田中 敏雄 氏（大阪芸術大学名誉教授）
深萱 真穂 氏（フリーライター）
コーディネーター
森田 雅子・前川 多仁（武庫川女子大学教授・生活美学研究所研究員）
テーマ

「素」の向こう側
講演日
※申し込み不要
2015 年 9 月 26 日（土）14:00 ～ 17:00　受付開始　13:30
内容
巷間言われる日本の美＝引き算の美、余白の美、という認識は正しいのか？　その向こう側、あるいは表裏一体のものとして、
等質等量に存在してきた足し算の美、余白を埋め尽くす過剰さへの志向を、戦国時代の「変わり兜」などを手がかりとして、
紐解いていく。
場所
武庫川女子大学　学術研究交流館（IR）１階　IR-101
最寄駅：阪神「鳴尾」駅
※駐車場がございませんので、公共の交通機関をご利用ください
問い合わせ先
武庫川女子大学生活美学研究所
TEL：0798-67-1291
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【講師プロフィール】
日本美術を主な領域とするライター・エディター。明治学院大学・立教大学非常勤講
師。『BRUTUS』や『和樂』など雑誌への寄稿のほか、E テレ「国宝に会いに行く」、

「NHK NEWS WEB」の第４期ネットナビゲーターなど TV 出演も。著書に『京都で日本美術
をみる【京都国立博物館】』、『変り兜戦国の COOL DESIGN』、『日本の国宝 100』ほ
か。共著に『恋する春画』『運慶リアルを超えた天才仏師』ほか
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